慢性心肺疾患における肺有効コンプライアンス及び粘性抵抗の臨床的意義について by 安田 忠彦
慢性心肺疾患における肺有効コンプライアンス及び
粘性抵抗の臨床的意義について
著者 安田 忠彦
号 441
発行年 1967
URL http://hdl.handle.net/10097/18339
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
研究科専門課程
やすだただひと
 安田忠彦(秋田県)
医学博士
 医博第441号
 昭和42年3月24日
 学位規則第5条第1項該当
東北大学大学院医学研究科
 (博士課程)内科学専攻
学位論文題目  慢性心肺疾患にむける肺有効コンプライアン
 ス及び粘性抵抗の臨床的意義について
 (主査)
論文審査委員教授岡 捨己教授中
教授鳥
村
飼龍
隆
生
 一101一
論 文
内 容
要
旨
 近年,肺の呼吸生理学の進歩は著るしいものがあり,肺の換気力学的分野に関する論文も極め
 て多い。しかし,臨床応用面での換気力学的検索についての報告は,決して多いとは云えず,特
 に,慢性心肺疾患の経過と共に観察されたものは少い。著者は,肺の有効コンプライアンス及び
 粘性抵抗の,各種慢性心肺疾患についての臨床的意義を確かめ,又,非閉塞性慢性肺疾患を経過臥錠
 乏共に観察し,経過判定の手段としての有用性について検討した。llI
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 対象及び方法/
 懸人9例,醐貼臓患儲85例(灘気道狭窄症候群15肺結核27伊購線籔
 鐘
:
灘器繍曼駿灘糖臨論鴛麓欝慧欝鷲難
 を行つ矧1)ペネ州クトロス雪旦スピロメ}ターを用い,立位の肺活量,呼気予鵜,一秒率,/t
 最大換気量の測定。(2)He閉鎖回路法により・機能的残気量・残気量・全肺気量・△Heの測定li.
 (3)躰光電蝶勤呼吸流量計を愉,肺有効コガライアンスの測急(4)食道内曲線熱
 灘慧郷欝欝1灘塞灘灘微鶯駕/
 撒裟二部調二農籍難を篇黙灘霧二1欝繁
 な診,測定成績を経過を追って比較する際に問題となる。測定方法の再現駐の吟味も行った。以褻
 上のことから,次の如き結果を得た。無憂
 1
:
・
 結 1
 (1)健康者9例の肺の有効コンプライアンスの平均値は,D.171±0.33Z/㎝H20,粘ll'
 性抵抗は1、95±α5g㎝H20/君/8ecであり,諸家の報告に一致した。(2)慢性気道狭窄症1一
 候群15例の肺の有効コンプライアンスは0221上巳085君/α溢20であり,諸家の成績il
 よりも融を示鵬13)肺のコガライアンスは腕競の大小に平行するので洛肺容量区分1
 騨位容灘効の肺のコガライアン穂薯之めたが蓮症肺結核飾難症・旅行膿症及び気1
 管支拡張症では,各肺容量区分比とも低値を示し,他疾患群との差を示すと考えられた。(4)肺1ン
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 結核では,病巣の拡がりが大きぐなるに従い,肺コンブ7イアンスの低下と,粘性抵抗の増加が
 みられ,これらの測定が,肺結核の経過判定の助けになりうiる'可能性を見い出した。(5)肺コン
 プライアンス及び粘性抵抗の測定法の再現性をみるために・5例について1.日～5日間の期間を
 むいて,.2～5回測定した。測定値の差の標準偏差は,肺コンプライアンスでは士0.009であ
 り.,精髄抗では±a44であった・又・誤差範囲として・±n古1xzaD(n一サンプノレの
 数)を基準とし,その値の各測定値の平均値に対する割合を用いた。すなわち,肺コンプライア
 ンスでは,±15%,粘性抵抗では±47%とし島(6)経過親祭例では,自覚症状,胸部理学的
 所見,臨床検査所見,肺レ線像により改善例としたものは,肺容量区分の増加がみられ,悪化し
 たものでは減少した。肺コンプライアンスは,一般に,改善,悪化を問わず,その変化は,肺気
 量の増減に平行することがしられた。(7)粘性抵抗は,病状の推移に関連するか否かについての
 把握はできなかった。(8)1例にかいて,肺コンプライアンスと肺容量区分とに平行関係のみら
 れ左いものがあり,肺弾性の質的変化を示唆したが,少数例であるので,症例を重ねた上での検
 討が必要であると,想われた。
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 審果結果の要旨
 著者は,肺の有効コノブライアンス及び粘性抵抗の,各.鰍劉生心肺疾患についての臨床的意義'
 を確かめ,又,非閉塞性慢性肺疾患を経過と共に観察し綾羅判定の∫1'殺としての有「剛生について
 検討している。
 すなわ・ら健康人9例、各種曼性心肺疾患々者85例`櫻性気道狭窄症候群」5例,肺緒亥27
 f殉,庁巨糸楽糸盤症5f列,石装蹄2有髪1封j推誉1〔〕脅ll,サノレコイドージス6貿り,一む疾患8例,身巾イヒ1濃症及ひゴ
 気管支拡張症6例,蹄結核に優性気道狭窄症候群の合併した症例6例)をえらび肺活量,呼気予
 備量,1秒墨,最大換気量,機能的残気量,全肺気量,ガス分布ムHeの測定をし又,呼吸流量計
 を用い,肺イ就ケコンブライアンスの演1定をし,作図法を用いて粘性般抗(平均)を算出,各疾患
 相互の関連ないし差異についての検討を加え,又,非閉塞性極性肺疾患12例について5ヵ月以
 上の治療及び臨床観察のあとを過来している。又,かくして次の結果を得ている。
 健康者9例の肺のイi効コンプライアンスの平均値は胆力+a%5・1/第王i20,粘性抵抗は1、%
 士O.5g淵H20/1/冊。であり,諸家の報告に一致し一,慢性気道狭窄症候群15例の肺の有効
 コンプライアンスはO.221土日.3851/σ卿H20であり,…者家の成績よりも高値を示したと報告し
 ている。肺のコンプライアンスは肺気量の大小に平行するので,各肺容量区分の単位容積あたり
 の肺のコンプライアンスを求めたが,重症肺結核,肺蒜}」1維症,肺化膿症及び気管支拡張症では,
 各肺容量区分比と耐邸直を示し,他疾脅群との差を示ナと考えている。肺結核では,病巣の拡が
 りが大きくなるに従い,肺コンプライアンスの1風下と,粘性抵抗の増加がみられ,これらの測定
 が肺結核の経過判定の助けに攻りうる可能澁を見い出し,経過観察例では肺コンプライアンスは,
 一般に,改善,悪化を問わず,その変化は,肺気量の増減に平行することを明らかにした。1例
 において,肺コンプライアンスと肺容量区分とに平行関係のみられないものがあり,肺弾性の質
 的変1ヒを示唆したが,少数例であるので,症例を粛ねた上での検討が必要であると、慰われた。
 以上は慢性肺疾患における肺有効コンプライアンスと粘性抵抗の検査の意義を鮮明にしことに
 予後判定に重要であるという知見を加えたものである。
 よって本論文は学位を授一与するに値するものと認める。
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